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教育は全ての人と深く関わる。人々がそれぞれの立
場で向かい合う教育は，人間形成としての個人的側面
を有する。また同時に，文化の伝達，社会の維持・変
革・発展への貢献としての社会的側面を有する。人が
個人として存在しながら，社会を形成し生活を営むこ
とと，教育のふたつの面は重なる。人が個人として教
育を求める一方で，社会はその中で教育を位置づける。
人が個に適した教育を必要とするように，ひとつの時
代，社会は，その時代，社会の教育を必要とする。そ
の意味で，教育はその時代，社会を生きる人々が有す
る人間観，社会観，世界観を反映する。
現代社会は急激に変化している。多くの人たちは，
それらに対応するには教育の力が必要だと感じてい
る。今日，教育によせる期待は非常に高まっている。
教育とは何か。教育は何を目的とするのか。教育の本
質とは何か。教育をどのように展開するのか。教育を
どのように改善するべきか。これらの繰り返されてき
た問いは，現代においても生きている。
2000年以降，教育の領域においては，さまざまな試
みが展開されてきた1)。2000年に，首相の私的諮問機
関の教育改革国民会議は「教育を変える17の提案」を
示した2)。学校教育では，2002年度から完全学校週５
日制が実施された。また，新学習指導要領は新たな学
力観に基づき，知識・理解重視から意欲，態度，思考
力・判断力の機能的側面重視に移行した。戦後教育を
支えてきた教育基本法の改正への動きも活発化してい
る。しかし，一方で改革と呼ばれる動きが必ずしも教
育の現状に対応していないという指摘もある。教育を
めぐる論議は複雑化，多様化している。
現在，教育はどこへ向かうべきかを考察し，解決の
道筋，方向性を見出す努力が望まれている。そのため
には，現代社会の教育の捉え方を問うことが始点とな
る。どのような営みを教育と位置づけるかを整理する
ことは，教育領域全般に関わる基礎的研究課題である。
何故なら，教育の捉え方に基づいて教育の方法，内容，
制度が選択され，判断されるからである。しかし，こ
の基礎的研究課題について，問う試みはきわめて少な
い。
本論では，大学生を対象とし，連想語を手がかりと
して，教育の捉え方に接近を試みる。社会のあり方は，
その構成員に影響を与える。大学生は現代社会の構成
員であり，彼らの教育の捉え方は社会全体の傾向の一
面を映し出す。また，青年期までに形成された教育に
関する知識構造は，ある程度その後も保持されると考
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えられる。故に，彼らの捉え方は，長期にわたり今後
の教育の方向決定にかかわる可能性が考えられる。加
えて，今後の大学教育を考える上での資料を得ること
を期待し，大学生を対象とする。
連想とは，観念の連合に基づいて新しい観念を想起
することである。ある単語はそれに結合した単語を，
個人の経験に基づいて想起させる。連想語研究は学習
機構，意味表象モデルの解明に貢献してきた3)。ある
対象からある対象を想起するのは，経験によって両者
の間に既に結合がなされたことを示す。それは，既に
記憶された関係である4)。ひとつの単語は，意味記憶
内に階層構造をなして貯蔵されていると想定される。
それらは，水平，垂直的結合によりネットワークを形
成する5),6)。このネットワークこそが連想語を産出す
る仕組みである。従って，連想語は単語の意味分析に
有効である。連想語を手がかりにして知識の枠組みに
接近可能になることから，近年，連想語課題を用いた
研究はその応用範囲を広げている。本論もそのひとつ
であり，連想語から教育の捉え方に接近を試みる。
対象と方法
［対象］群馬大学生94名（男子学生70名，女子学生24
名）を対象とした。学年構成は大学１年生90名，２年
生１名，３年生３名で，年齢は18歳から23歳の範囲で
あった。学生の所属学部は，教育学部47名，医学部13
名，工学部28名，社会情報学部６名であった。学生は
すべてボランティアであった。2004年４月から2005年
10月の期間に連想語を調べた。課題を行う前に，研究
の目的，方法を口答で説明し，課題遂行に同意した者
は用紙に署名をした。
［方法］連想語課題は以下の３つとした。
課題１：刺激語「教育」から連想する単語を用紙に５
つ以内で複数記述するよう求めた。
課題２：刺激語「教育の場」から連想する場を用紙に
５つ以内で複数記述するよう求めた。
課題３：刺激語「現在の教育の問題」から連想するこ
とがらを用紙に５つ以内で複数記述するよう求めた。
連想語は連続連想をせずに，一単語ごとに刺激語か
ら連想するよう求めた。各課題は30秒の制限時間を設
定し，できるかぎり迅速に連想するよう指示した。記
述された単語について意味が特定できない場合には，
課題終了後に口答で説明を求めた。
各質問に対する反応単語を分析の対象とした。出現
した単語，記述の順位，記述した人数を集計した。表
記の違い（漢字，かな表記）は，同一語として扱った。
全ての反応単語を内容（意味，記述の側面）について
分析した。さらに，記述内容の分析に基づいてグルー
プに分類し，書誌学7)，教育学8)の領域区分，および
新聞社（朝日，毎日，読売新聞）の教育記事分類を参
考にしてカテゴリ名を設定した。
結　　果
課題１：「教育」から連想する単語
一人が複数回答をしたため，総反応数は398であっ
た。連想反応語として125単語が記述された。
10人以上の回答が得られた反応単語は，以下の通り
であった。学校（57人），教師（51人），生徒（22人），
勉強（20人），子ども（16人），親（10人）の順であっ
た。記述順位の高い単語もこれと同じ順であった。こ
れらの結果から「教育」連想語マップ3)を作成した
（Fig.1）。連想した人数が多い単語はマップ上で「教
育」との距離が近く，単語をつなぐ経路は太く表現さ
れる。図示したのはマップの中心部分である。
全ての単語を，教育の如何なる側面について記述し
ているかによって分類し，カテゴリ名を与えた。その
結果，教育にかかわる人（27.6％），教育の行われる
場所（22.2％），教育にかかわる行為（16.8％），教育
の成果（9.3％），教育方法（9.3％），教育問題（5.0％），
Fig.1 「教育」連想語マップ中心部分
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教育の性質（4.5％）教育制度（4.3％），その他の９カ
テゴリに分類した（Fig.2）。教育にかかわる人（教師，
生徒，子ども，親など）カテゴリに属する単語を連想
した人が多かった。
課題２：「教育の場」から連想する場
一人が複数回答をしたため，総反応数は364であっ
た。連想反応語として52単語が記述された。
10人以上の回答が得られた反応単語は，以下の通り
であった。学校（82人），家庭（76人），塾・予備校
（39人），職場（26人），地域（22人），社会（18人），
教室（13人）の順であった。第一の連想語として「学
校」と記述した人が66人と最も多く，次に「家庭」と
記述した人が14人でこれに続いた。
全ての出現した単語について，その内容によって分
類し，カテゴリ名を与えた。その結果，学校（35.8％），
家庭（21.3％），塾・予備校（11.6％），地域・社会
（11.6％），職場（7.8％），社会教育施設（4.2％），そ
の他の７カテゴリに分類した（Fig.3）。教育の場とし
て学校カテゴリが最も多く記述された。
課題３：「現在の教育の問題」から連想することがら
一人が複数回答をしたため，総反応数は314であっ
た。問題として連想されたことがらは107であった。
「現在の教育問題」から10人以上が連想したことが
らは，以下の通りであった。学力低下（42人），いじ
め（38人），不登校（22人），ゆとり教育（21人），教
師の不祥事（18人），教師の質・学力（13人），学級崩
壊（10人），少子化（10人）の順であった。
全ての記述内容について分類し，カテゴリ名を与え
た。その結果，生徒の問題行動：生徒の問題（30.3％），
教育方法（17.2％），教師の問題（15.9％），学力
（14.0％），社会状況（12.4％），家庭教育（5.1％），学
校と家庭・地域の連携（2.2％），その他の８カテゴリ
に分類した（Fig.4）。
上位３カテゴリはいずれも学校教育にかかわる問題
であった。カテゴリ分類第１位，生徒の問題行動カテ
ゴリの内訳は，いじめ（44.2％），不登校（28.4％），
学級崩壊（14.7％），非行（12.7％）であった（Fig.5）。
いじめについては，生徒間のいじめと教師いじめの２
種類があげられ，前者の想起が大半を占めた。第２位
となった教育方法カテゴリでは，その半数以上をゆと
り教育が占め，教育方法，教科教育がこれに続いた。
第３位となった教師の問題カテゴリでは，教師の不祥
事，教師の質・学力がともに30％以上と多くあげられ，
体罰，教員養成がこれに続いた。学力カテゴリは学力
低下が殆どを占めた。社会状況カテゴリでは少子化，
人間関係の希薄化があげられた。
Fig.2 「教育」から連想する単語カテゴリ別
（各カテゴリの代表的な反応語を示した）
Fig.3 「教育の場」から連想する場カテゴリ別
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考　　察
課題１：「教育」から連想する単語
「教育」から連想された反応単語としては「学校」
が最も多く，「教師」，「生徒」がこれに続いた。特に
「学校」と「教師」を連想した被験者は50人以上おり，
連想が２単語に集中した。上位３単語はすべて学校教
育に関連する。「教育」と学校教育領域の結合が被験
者の知識構造の中できわめて強い。４位の「勉強」は，
学問的知識修得と関連して用いられることが多い単語
である。教育は必ずしも，学問的知識修得面に対する
働きかけに限定されない。教育の営みは，人間のあら
ゆる面への働きかけが含まれる。今回，反応単語とし
て礼儀・作法を身につけさせるという意味が強い「し
つけ」も記述された（Fig.1）。しかし，反応数として
は「勉強」に比較して少なかった。これらの結果は，
「教育」と人の知的側面への働きかけとの間のより強
い結合を示した。
反応単語をカテゴリ分類した結果では，教育にかか
わる人カテゴリの割合が大きかった。教育の行われる
場所カテゴリでは，「学校」を連想した人数が57人と
突出しており，その他の場所を連想した人数は10人に
達しなかった。学校が教育の場として非常に強く位置
づけられている。これに対して教育にかかわる人カテ
ゴリでは，さまざまな人（「教師」，「生徒」，「こども」，
「親」など）が連想された。その結果，教育にかかわ
る人カテゴリに分類される反応総数が多くなった。教
育の中で，人の果たす役割は強く認識されている。そ
れぞれの立場で多くの人たちが，教育とかかわると捉
えている。また，教育における働きかけは一方的なも
のではなく，互いに働きかけあうことによって双方に
変化をもたらす。さまざまな立場の人が連想されたこ
とは，教育の双方向性についての認識をも反映した可
能性がある。
課題２：「教育の場」から連想する場
「学校」を連想した人が最も多かった。課題１の結
果とあわせて，学校が教育の場として強く認識されて
いることは興味深い。また，学校カテゴリと家庭カテ
ゴリに属する連想反応で，総反応数の半分を超えた。
これは，被験者となった大学生の生活体験と深く結び
ついていると考えられる。青年期までの生活は義務教
育期間を含む。また，学校入学以前の生活は，一般的
に家庭が中心になる場合が多い。従って，家庭と学校
が彼らの生活の主要な部分を占める。必然的に，教育
の場としてもそれらを想起しやすくなる。
学校を強く教育の場として認識している今回の結果
は，大学生を取り巻く社会全体の傾向を反映した面が
ある。近年，学校への教育の場の集中が指摘されてい
Fig.4 「現在の教育の問題」から連想することがらカテゴリ別
（各カテゴリの代表的な例を示した）
Fig.5 生徒の問題行動カテゴリ内訳
99
る9),10)。その結果，学校の場に多くの教育的役割を期
待する事態を招いている。教育内容に関し，従来の教
科以外の新たな取り組みを期待するのも，そのひとつ
といえる。しかし，教育の全てを学校が担うことは不
可能である。学校が教育の場として期待される役割の
大きさをおさえた上で，教育全体の中で学校の果たす
役割を整理する必要がある。
教育の場として，家庭カテゴリ，地域・社会カテゴ
リは学校カテゴリよりも連想反応が低かった。教育改
革国民会議は「教育を変える17の提案」の中で，家
庭・地域の教育力の再生をあげている2)。この立場は，
今回の結果と対応していると考えられる。教育の場と
して家庭の教育力の問題は，それを取り巻く地域，さ
らには社会全体とかかわる。平成17年度の文部科学白
書も，地域，家庭教育力の向上への取り組みをとりあ
げている9)。家族形態，家族機能の変化に対応して，
教育の場としての家庭をどのように位置づけるかは今
後の課題となる。しかし一方で，家庭という私的な領
域への公的介入をどこまで認めるかという難しい問題
も無視できない。
課題３：「現在の教育の問題」から連想することがら
人間があることを問題として捉える背景には，その
領域への強い関心が前提となる。問題の捉え方から，
個人が想定するあるべき教育の姿が推定可能となる。
連想語反応としては，「学力低下」をあげた人が最
も多かった。これは教育の役割として，知識修得の重
要性が認識されていることを示す。
カテゴリとしては生徒の問題行動カテゴリが最も多
かった。学校教育の中で，主として教育の対象となる
生徒のあり方に関心が集中した。このカテゴリ内では，
特に「いじめ」が想起された。1980年代半ばから注目
されてきたいじめを，今日においても教育の重要課題
として多くの人が捉えている。文部科学省の統計では，
いじめ件数は減少傾向にある11),12)。報告件数の減少
と被験者の問題意識に占める割合とが一致していな
い。報告件数が現実を反映していない，或いは件数の
多寡の問題ではないと考えていると推定される。「不
登校」も20年以上論じられてきた11)。現象を示す名称
も学校ぎらい，登校拒否などと変遷してきた。今回の
被験者は90％以上が「不登校」と記述しており，この
名称の定着がうかがわれた。名称の変化と対策の変化
にみられるように，不登校の位置づけは一定していな
い。その意味で，学校教育の本質とかかわる問題とし
て残されている。上位２つに対して，「学級崩壊」は
比較的新しい現象といえる。最近の生徒の変化を反映
した事態であり，集団教育の危機として捉えられる。
「非行」は古典的な生徒の問題行動である。しかし，
社会状況を反映する非行内容の変化について把握する
ことが必要になる。
２番目に反応の多かった教育方法カテゴリの半分以
上を，「ゆとり教育」が占めた。これは2002年以降の
新学習指導要領の実施をうけて，具体的な問題が指摘
されはじめたこの数年の動きと対応する。連想語反応
の多かった「学力低下」も「ゆとり教育」との関連で
論じられてきた面がある13),14)。現在の学校教育のあ
り方に関心が集中した結果といえる。
教師の問題カテゴリとしては，「教師の不祥事」と
「教師の質・学力の問題」がほぼ同程度で想起された。
教師のあるべき姿を各個人が形成し，それからの逸脱
を問題として捉えている。教師に対して高い倫理観と
一定の知的水準を期待していることが顕著である。
教育の問題から連想することがらの上位３カテゴリ
は全て学校教育に関係するものであった。課題１，２
に続いて学校教育への関心の高さを示した。生徒の問
題行動は生徒の生活，態度にかかわる。また，教育方
法，学力は学問的知識修得にかかわる。両者が問題と
して連想されたことから，人の異なる側面への教育的
働きかけが同時に期待されていると推定できる。また，
生徒，教師の問題が多く記述されており，学校教育の
中で人のあるべき姿がとわれている。
まとめ
連想語の分析から，大学生を対象として教育の捉え
方に接近を試みた。３課題を通じて，教育と学校との
連想結合が強いことが明らかになった。学校は教育の
重要なひとつの場として位置づけられている。教育に
は，学問的知識の修得と健全な生活，態度の形成が期
待されていた。また，教育における人のあり方が注目
されていた。
関心が集中する領域では，問題は発見されやすい。
一方で関心の薄い領域では問題の発見が遅れる。過度
な関心の集中は，教育をめぐる状況を正しく把握する
ことを妨げる。教育はさまざまな場で行われる。教育
は学校でのみ行われるものではない。教育には多くの
人がかかわる。人は教育の中で重要な因子ではあるが，
全てを人の問題とすることはできない。教育では種々
の方法が用いられ，内容が選択される。教育的働きか
けは，人のあらゆる面に対して行われる。教育は個人
の将来と社会の未来にかかわる。現代社会における教
育の捉え方を整理し，教育全体をバランスよく捉える
視点を育てていくことが，今後の教育を考えていく上
100
で重要である。
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A study of the concept ‘education’ among undergraduates
Sachiko MURATA
Abstract：Our modern society is accomplishing rapid and radical changes in every scene of
politics, economics, and culture.  Many people believe education is the origin of solutions to all
kinds of problems.  The role of education will become increasingly important. This paper
reports on the concept ‘education’ among undergraduates. The free word association task was
used in this paper.  The subjects were required to provide the meaningfully related words that
come to mind when presented with a stimulus word.  Our knowledge is stored as an organized
network of words or concepts connected to other related concepts via associative pathways.
The responded words were utilized to create lexical association network maps that capture
important properties of ‘education’.  The results suggested that ‘education’ was associated
with ‘school’ and ‘teacher’.  The subjects thought that the school is one of the key places of
education.  They were concerned about scholastic ability decline and problematic student
behavior such as bullying, non-attendance.
Key words：the concept ‘education’, word-association task, association network maps, school
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